
























































朝間関係 (r芯0.tf5.p <0.05. n::21)が認められた叫
しかしながら、うど絡協子である年齢で補正したところ
これらの関係性は滅失したo H 常身体活動議とHt織化
能力および酸化ストレスの憾に関係性が認められなか
ったことは、日常生活レベルで生じふ援の活性駿紫は
元来機わっている抗酸化能力で十分に潟去されるTiHi~
性を示唆している。{結論}中25i齢者における EI1t身
体活動畿の多少 (50-397kcal!!ヨ)は鋭機化能力およ
び酸化ストレスに影響を及ぼさない可能i~l:が71~n?îされ
た。全身性(血液)の抗酸化能力あるいは綴イヒストレ
スと日常身体活動愛の関に関係性は認められなかった
が、身体活動時の活性費支紫発生源として知られる'認.t義
務での枕頭変化銘力および酸化ストレスと El1¥'身体活動
議‘の関係性についても今後検討する必裂がある。
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